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授業科目名
国際キャリア開発特論

International Career Development

開講時期 未定 曜日・時限 未定 時間割コード K999991

学部・学科等 国際学部 標準対象年次 1,2,3,4 必修・選択区分 選択

科目区分 専門教育科目 単位数 2 授業形態 講義

担当教員名 米川　正子

電話番号 028-649-5180 電子メール yonekawa@cc.utsunomiya-u.ac.jp

オフィスアワー 電子メールで面会等の申込みをお願いします。 

【授業の内容】

国際的な分野で仕事をするための専門的知識と実務能力の向上に向けて、同分野の第一線で活躍される講師を招き、２泊３日
の演習を通して高度な専門知識や技能、仕事への姿勢を学び、具体的な卒業後の国際キャリア形成を目指します。

【授業の到達目標】

１．国際的な分野で必要な高度な専門知識と技能を学ぶ。

２．仕事への姿勢を学び、具体的な卒業後の国際キャリア形成を目指す。

【カリキュラムの学習・教育目標との関連】

国際キャリア教育として、「国際キャリア開発基礎」「国際キャリア開発特論」「国際キャリア実習Ⅰ」「国際キャリア実習Ⅱ」「国際
実務英語Ⅰ」「国際実務英語Ⅱ」の６科目があります。

【前提とする知識，関連する科目等】

国際協力や国際交流などに関心を持ち、将来国際分野における進路を考えている、または国際分野に関する専門性をより高め
たいと考えていること。「国際キャリア開発基礎」を受講していることが望ましい。また、関連分野のボランティア活動やアルバイト
経験があれば、高い学習効果が期待できます。

【授業の具体的な進め方】

国際キャリア開発基礎では、講師や自分のキャリア形成について議論しますが、国際キャリア開発特論ではグループ・ディスカッ
ションを通して、国際的な課題への問題解決を探ります。国際公務員、国際協力NGO、国際青年ボランティア、国際舞台で貢献
する企業などで活躍されている講師の方を招き 少人数のゼミナール形式で関連分野の文献講読やグループ・ディスカッションする企業などで活躍されている講師の方を招き、少人数のゼミナ ル形式で関連分野の文献講読やグル ディスカッション、
実際の実務を仮体験するシミュレーションを取り入れたワークショップなどを通して国際分野に関係する専門的な知識と能力を高
め、具体的なキャリアプランをイメージできることを目指します。合宿最終日には関連分野に関する知識をまとめグループ発表を
行います。事前にレポートの課題も提示し、合宿終了後に提出を課します。当合宿セミナーは社会人を含む大学外の参加者にも
開かれています。宿泊費・食費などの実費は自己負担となります。

【授業計画】

1. レポートの課題を提示
2. 国際キャリア開発特論・合宿セミナー（2泊3日)
　　1日目：各講師陣の講義、演習
　　2日目：講読・ディスカッション、ワークショップ
　　3日目：グループ発表 (ゼミナールの成果を各グループが発表)
　　3. レポート提出

【教科書・参考書・教材等】

参考文献を事前に提示します。

【成績評価】

事前に集中講義用の履修届を提出した学生のみが単位取得の資格があります。（事後的な単位認定申請は認めません）

国際キャリア開発特論・合宿セミナーへの参加状況とレポートを総合して、評価します。

【学習上の助言】

更に主体的に国際キャリア開発合宿セミナーを企画していきたい参加者を、学生ファシリテーターとして募集します。
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